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ト
ピ
ッ
ク
ス

雇
用
均
等
法

労
政
審
が
対
策
の
基
本
方
針
案
を
策
定

1

厚
生
労
働
省
の
労
働
政
策
審
議
会
（
会
長

＝　

菅
野
和
夫
・
明
治
大
学
法
科
大
学
院
教

授
）
は
一
〇
月
三
〇
日
、
同
日
諮
問
さ
れ
た

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
対
策
基
本
方
針
案
」

に
つ
い
て
、「
お
お
む
ね
妥
当
」
と
認
め
、
舛

添
要
一
・
厚
労
相
に
答
申
し
た
。
同
方
針
は
、

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
第
四
条
に
基
づ
い

て
策
定
さ
れ
る
も
の
。
今
回
で
二
度
目
の
方

針
と
な
る
。
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の

均
等
な
機
会
お
よ
び
待
遇
の
確
保
に
向
け
て
、

今
年
度
か
ら
二
〇
一
一
年
度
ま
で
の
五
年
間

に
、
同
省
が
講
じ
る
施
策
の
基
本
事
項
を
示

す
。方

針
は
ま
ず
、
今
後
の
施
策
の
考
え
方
と

し
て
「
過
去
二
度
の
（
均
等
）
法
改
正
を
経

て
、
制
定
当
時
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
法
制
上

の
課
題
は
ほ
ぼ
解
決
」
し
た
も
の
の
、「
二
〇

年
間
に
わ
た
る
法
施
行
を
経
て
も
な
お
、
実

質
的
な
機
会
均
等
が
確
保
さ
れ
た
と
は
言
い

難
い
状
況
が
み
ら
れ
」
る
な
ど
と
指
摘
。
そ

の
背
景
に
は
、
出
産
・
育
児
等
で
離
職
す
る

女
性
が
依
然
多
く
、
継
続
的
な
職
業
キ
ャ
リ

ア
の
形
成
が
難
し
い
こ
と
や
、
基
幹
労
働
者

に
長
時
間
労
働
や
随
時
の
転
居
転
勤
等
を
前

提
と
し
た
働
き
方
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が

あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
今
年
度
か
ら
の
当
面
五
年

間
は
、
男
女
労
働
者
の
実
質
的
な
機
会
均
等

を
確
保
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、

①
（
女
性
が
）
就
業
意
欲
を
失
う
こ
と
な
く

そ
の
能
力
を
伸
長
・
発
揮
で
き
る
た
め
の
環

境
整
備
②
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
③
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
の
推
進
④
多
様
な
就
業
パ
タ
ー
ン
の
選
択

が
可
能
と
な
る
よ
う
な
条
件
整
備
⑤
関
係

者
・
関
係
機
関
と
の
連
携
⑥
行
政
推
進
体
制

の
充
実
、
強
化―

―

の
六
本
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
し
た
。

①
の
柱
に
関
し
、
方
針
は
「
公
正
な
処
遇

の
確
保
」「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
の
推
進
」「
女
性
の
能
力
発
揮
の

た
め
の
支
援
」「
母
性
健
康
管
理
対
策
の
推

進
」―

―
と
い
っ
た
項
目
で
、
具
体
策
を
盛

り
込
ん
だ
。
こ
の
う
ち
、「
公
正
な
処
遇
の
確

保
」
に
つ
い
て
は
、「
均
等
法
の
履
行
確
保
」

を
は
じ
め
、「
男
女
間
賃
金
格
差
の
縮
小
」

「
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
の
適
正
な
運
用
の
促

進
」「
妊
娠
、
出
産
、
育
児
等
に
よ
る
休
業
期

間
等
に
対
す
る
公
平
性
及
び
納
得
性
の
高
い

評
価
及
び
処
遇
の
推
進
」―

―

に
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。

均
等
法
の
履
行
確
保
に
関
し
て
は
、
と
く

に
妊
娠
、
出
産
等
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、「
女
性
の
就
業
継
続
の
大

き
な
阻
害
要
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
迅
速
な

行
政
指
導
を
行
う
」
と
し
、
ま
た
、
従
来
よ

り
当
該
不
利
益
取
り
扱
い
に
係
る
相
談
は
多

く
、
内
容
も
多
種
多
様
で
判
断
が
困
難
な
ケ

ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
今
後
、
施
行
状
況

の
把
握
を
通
じ
て
事
例
収
集
に
努
め
、
判
断

基
準
の
明
確
化
を
図
る
」
な
ど
と
し
た
。

男
女
間
賃
金
格
差
に
つ
い
て
は
、「
格
差
を

生
む
規
定
要
因
、
企
業
に
お
け
る
賃
金
決
定

方
法
、
能
力
評
価
等
の
雇
用
管
理
制
度
や
運

用
上
の
課
題
等
に
つ
い
て
さ
ら
に
調
査
・
研

究
を
進
め
」、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、「
不
合
理

な
格
差
解
消
の
た
め
よ
り
具
体
的
か
つ
効
果

的
な
方
策
を
検
討
す
る
」
な
ど
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
に
関
し
て
は
、

今
年
四
月
か
ら
適
用
の
「
コ
ー
ス
等
で
区
分

し
た
雇
用
管
理
に
つ
い
て
の
留
意
事
項
」
を

周
知
徹
底
し
、「
こ
れ
に
基
づ
く
指
導
を
行

う
」
と
と
も
に
、
種
類
等
の
多
様
化
が
進
む

「
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
の
実
態
把
握
を
行
い
、

そ
の
適
正
な
運
用
の
た
め
の
効
果
的
な
方
策

を
検
討
す
る
」
と
の
方
向
性
を
示
し
た
。

在
宅
就
業
の
適
正
化
に
向
け
た

施
策
も
検
討

次
に
、
②
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現

に
つ
い
て
は
「
育
児
休
業
や
短
時
間
勤
務
制

度
等
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
る
た
め

の
制
度
の
一
層
の
普
及
・
定
着
」
を
は
じ
め
、

「
介
護
休
業
と
そ
の
他
仕
事
と
介
護
の
両
立

の
た
め
の
制
度
の
定
着
促
進
等
」「
両
立
が

容
易
に
な
る
よ
う
な
職
場
環
境
づ
く
り
の
促

進
」「
地
域
等
に
お
け
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
」―

―

と
い
っ
た
項
目
を
列
挙
し
た
。

こ
の
う
ち
、
育
児
休
業
や
短
時
間
勤
務
等

に
関
し
て
は
、「
普
及
・
定
着
に
向
け
た
行
政

指
導
を
行
う
」
と
し
た
ほ
か
、「
短
時
間
勤
務

や
在
宅
勤
務
な
ど
の
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現

に
向
け
た
、
制
度
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
休

業
に
つ
い
て
は
、「
企
業
に
お
け
る
介
護
休
業

制
度
等
に
係
る
、
規
定
の
整
備
の
徹
底
に
向

け
た
指
導
を
行
い
そ
の
定
着
を
図
る
」
と
と

も
に
、「
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
実
態
把

握
を
し
た
う
え
で
、
介
護
休
業
を
取
得
し
や

す
く
す
る
方
策
な
ど
、
制
度
の
あ
り
方
等
を

検
討
」
な
ど
と
し
た
。

③
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

「
企
業
が
取
り
組
む
た
め
の
具
体
的
な
ノ
ウ

ハ
ウ
に
つ
い
て
、
好
事
例
の
紹
介
、
目
的
に

応
じ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
等
を

行
い
促
進
を
図
る
」
な
ど
と
し
た
ほ
か
、「
諸

外
国
の
取
組
事
例
等
も
参
考
に
し
つ
つ
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
よ
り
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
の
方
策
の
検
討
を
行
う
」
と

し
て
い
る
。

④
の
多
様
な
就
業
パ
タ
ー
ン
の
関
連
と
し

て
は
、「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
対
策
」
の
ほ
か
、

「
在
宅
就
業
対
策
」「
再
就
職
支
援
」「
起
業

支
援
」―

―

と
い
っ
た
項
目
を
掲
げ
た
。

こ
の
う
ち
、
パ
ー
ト
対
策
で
は
、
来
年
四

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
法
を
周
知
徹
底
し
、「
通
常
労
働
者
と
の
均

衡
待
遇
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
行
政
指
導
を
行

う
」
ほ
か
、「
職
務
分
析
の
手
法
や
比
較
に
係

る
内
外
の
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
事

業
主
に
提
供
し
て
取
り
組
み
を
支
援
す
る
」

な
ど
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
在
宅
就
業
に
つ

い
て
は
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
含
め
た
在
宅
就
業

の
適
正
化
を
推
進
す
る
た
め
、
実
態
把
握
を

行
い
必
要
な
施
策
の
検
討
を
行
う
」
と
し
た
。

（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
）




